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【
う
ら
へ
続
く
】

　

北
朝
鮮
が
６
回
目
の
核

実
験
を
強
行（
３
日
）。「
驚

い
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
実
験
を

や
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の

に
」「
過
去
最
大
で
水
爆

だ
と
い
う
」「
国
際
社
会

に
逆
行
し
た
危
険
な
行
為

だ
」「
行
き
違
い
で
戦
争

に
な
る
こ
と
が
心
配
だ
」

「
ス
イ
ス
が
仲
介
を
申
し

出
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
安
倍
首
相
は
圧
力
一

メ
リ
カ
の
い
い
な
り
の
額

で
購
入
す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
、

秋
の
特
別
公
開
（
28
〜
30

日
）。「
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
の
館
内
探
索
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
に
よ
る
フ
ー
ド

販
売
も
あ
る
」「
史
料
館

は
毎
週
、
木
、
金
の
午
後

公
開
さ
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働

問
題
。「
規
制
庁
が
適
合

　

日
本
共
産
党
の
曽
根
都

議
は
都
議
会
で
知
事
に
、

都
が
移
転
の
前
提
と
し
て

い
る
豊
洲
新
市
場
の
汚
染

土
壌
を
「
無
害
化
」
す
る

と
い
う
、
業
者
や
都
民
と

の
双
方
の
合
意
に
も
と
づ

く
約
束
を
一
方
的
に
破
棄

し
て
よ
い
の
か
と
た
だ
し

ま
し
た
。

　

小
池
知
事
は
、「
無
害

化
」
方
針
の
撤
回
を
「
現

実
的
な
取
り
組
み
」
な
ど

と
言
い
、
質
問
に
正
面
か

ら
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

知
事
は
豊
洲
移
転
に
向

け
て
、「
追
加
対
策
」
約

55
億
円
の
補
正
予
算
案
を

提
出
し
ま
し
た
。
そ
の

対
策
の
一
つ
は
盛
り
土
が

な
い
地
下
ピ
ッ
ト
の
床
に

豊
洲
の
「
無
害
化
」
約
束  

破
る
の
か

   

共
産
党
の
追
及
に
小
池
知
事
答
え
ず

　
　

 

追
加
対
策
も
不
安
、
実
効
性
疑
問

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
く
こ

と
。
し
か
し
地
震
等
で
ひ

び
が
入
れ
ば
有
害
ガ
ス
侵

入
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で

す
。
も
う
一
つ
は
地
下
水

シ
ス
テ
ム
の
機
能
強
化
で

す
が
、
元
々
広
大
な
敷
地

の
地
下
水
の
水
位
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
不
可
能
と
批
判

さ
れ
て
い
る
も
の
。「
揚

水
井
戸
を
増
や
す
と
い
う

追
加
対
策
で
水
位
目
標
を

達
成
で
き
る
の
か
」
と
の

曽
根
氏
の
質
問
に
小
池
知

事
は
ま
と
も
に
返
答
で
き

ま
せ
ん
。

　

知
事
は
豊
洲
移
転
を
中

止
し
、
築
地
市
場
を
営
業

し
な
が
ら
再
整
備
す
る
道

を
市
場
業
者
と
真
剣
に
協

議
す
べ
き
で
す
。

　

一
、
国
際
社
会
が
追
求

し
て
い
る
「
対
話
に
よ
る

解
決
」
に
逆
行
す
る
行
為

で
あ
り
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
採
択
な
ど
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
を
求
め
る

世
界
の
大
勢
に
逆
ら
う
も

の
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
は
、
強
い

憤
り
を
も
っ
て
、
こ
の
暴

挙
を
糾
弾
し
、抗
議
す
る
。

　

一
、
い
ま
の
最
大
の

危
険
は
、
軍
事
的
緊
張
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
も
と

で
、
偶
発
的
な
事
態
や
誤

算
な
ど
に
よ
っ
て
軍
事
衝

突
の
可
能
性
が
生
ま
れ
、

強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
お
び
た
だ
し

い
犠
牲
を
も
た
ら
す
軍
事

衝
突
は
、
絶
対
に
回
避
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
、北
朝
鮮
に
対
し
て
、

こ
れ
以
上
の
軍
事
的
な
挑

発
を
中
止
す
る
こ
と
を
厳

重
に
求
め
る
。
米
朝
両
国

に
対
し
て
、
強
く
自
制
を

求
め
る
と
と
も
に
、
現
在

の
危
機
を
打
開
す
る
た
め

に
、
直
接
対
話
に
踏
み
出

す
こ
と
を
重
ね
て
呼
び
か

け
る
。

　

と
く
に
日
本
政
府
が
、

「
対
話
否
定
論
」
に
固
執

す
る
態
度
を
あ
ら
た
め
、

「
い
ま
こ
そ
対
話
に
踏
み

切
る
べ
き
だ
」
と
い
う
こ

と
を
米
国
政
府
に
説
く
こ

と
を
、
強
く
求
め
る
。

（
全
文
は
日
本
共
産
党
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
）

北
朝
鮮
の
核
実
験
を
厳
し
く
糾
弾
す
る　

―

危
機
打
開
の
た

め
直
接
対
話
が
い
よ
い
よ
緊
急
・
切
実
な
課
題
に
（
要
旨
）

　
　
　
　
　

９
月
３
日　

日
本
共
産
党
委
員
長 

志
位
和
夫

辺
倒
だ
」「
来
年
度
の
防

衛
予
算
要
求
が
過
去
最
高

だ
」「
北
朝
鮮
を
口
実
に

米
国
製
の
高
額
兵
器
を
ア
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

安
倍
内
閣
が｢

残
業
代

ゼ
ロ
法
案｣

と
「
残
業
時

間
の
上
限
規
制
法
案
」
を

一
本
化
し
て
、
今
秋
の
臨

時
国
会
へ
の
提
出
・
成
立

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」

は
労
働
時
間
規
制
を
な
く

す
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
制
度
」
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
何
時
間
働

い
て
も
一
定
時
間
し
か
働

い
た
こ
と
に
な
ら
な
い
裁

量
労
働
制
を
拡
大
す
る
も

の
で
、「
過
労
死
促
進
法

案
」
で
す
。
ま
た
「
残
業

時
間
の
上
限
規
制
法
案
」

は
、
残
業
を
「
２
〜
６
カ

月
の
平
均
で
月
80
時
間
」、

繁
忙
期
で
「
月
１
０
０
時

間
未
満
」
と
し
て
、「
過

労
死
ラ
イ
ン
の
残
業
を
公

的
に
容
認
す
る
も
の
。
結

局
、「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」

と
い
う
「
毒
薬
」
を
、「
上

限
規
制
」
と
い
う
「
毒
入

り
オ
ブ
ラ
ー
ト
」
で
く
る

ん
で
押
し
つ
け
る
も
の
で

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
大
臣

告
示
で
定
め
ら
れ
た
「
残

業
の
上
限
は
週
15
時
間
、

月
45
時
間
」
の
法
定
化
を

主
張
し
て
い
ま
す
。

　

志
位
委
員
長
は
８
月
31

日
の
記
者
会
見
で
、〝
働

き
方
大
改
悪
〞
法
案
の

働
き
方
大
改
悪
法
案
の
国
会
提
出
ゆ
る
す
な

　
　
「
毒
薬
」
を
「
毒
入
り
オ
ブ
ラ
ー
ト
」
で

　
　

 

く
る
ん
だ
過
労
死
促
進
法
案

核兵器禁止条約

欧州に「歓迎」広がる

の
方
針
と
報
道
さ
れ
た
」

「
そ
も
そ
も
東
電
に
原
発

を
動
か
す
資
格
が
あ
る
の

か
」「
自
力
で
事
故
処
理

で
き
て
い
な
い
の
に
」「
東

電
は
柏
崎
刈
羽
の
免
震
重

要
棟
の
耐
震
不
足
を
隠
し

て
い
た
。信
用
で
き
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

JR
東
日
本
で
停
電
（
５

日
）。「
山
手
線
な
ど
が
１

時
間
近
く
止
ま
っ
た
」「
原

因
は
変
電
所
で
の
点
検
・

修
繕
作
業
中
に
作
業
員
が

操
作
を
誤
っ
た
と
い
う
」

　

７
月
の
国
連
会
議
で
の

核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
を

受
け
、
核
保
有
国
で
あ
る

量
の
白
煙
が
出
て
、
そ

の
後
左
の
エ
ン
ジ
ン
か
ら

も
白
煙
を
出
し
た
」「
原

因
を
明
ら
か
に
し
な
い

ま
ま
、
10
日
後
岩
国
基
地

か
ら
普
天
間
に
飛
び
立
っ

た
」「
危
険
な
欠
陥
機
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
、
鳥
谷
選
手

が
２
０
０
０
本
安
打
。「
阪

神
一
筋
14
年
目
で
達
成
し

た
」「
プ
ロ
50
人
目
だ
」

39光年先

地球サイズ惑星に水存在か

　  　　NASA が観測

　

地
球
か
ら
み
ず
が
め
座

の
方
角
に
39
光
年
と
い
う

近
距
離
に
あ
る
赤
色
矮
星

「
ト
ラ
ピ
ス
ト
１
」
は
、

表
面
温
度
が
低
く
、
地
球

サ
イ
ズ
の
惑
星
惑
星
７
個

を
持
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
の
観
測
チ
ー
ム
は
ハ

ッ
プ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
に
よ

っ
て
惑
星
が
受
け
る
紫
外

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
が
１
９

６
５
年
に
研
究
開
発
し
た

「
Ｃ
４
０
０
形
ク
ロ
ス
バ

交
換
機
」
が
、
平
成
29
年

度
の
国
立
科
学
博
物
館
の

未
来
技
術
遺
産
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
理
由
は
、
積
滞
解

消
や
全
国
自
動
即
時
化
を

実
現
し
、
電
話
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

た
こ
と
。
同
交
換
機
は
技

術
史
料
館
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
新
体
操
、
柔
道
の
世

界
選
手
権
で
い
い
成
績
を

出
し
た
」「
若
者
の
活
躍

が
す
ば
ら
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

「
９
月
に
入
っ
て
各
地

で
秋
雨
前
線
が
活
発
だ
」

「
虫
の
音
が
聞
こ
え
る
」

「
ト
ン
ボ
が
多
く
飛
ん
で

い
る
」

C400形クロスバ交換機が

未来技術遺産に

線
の
量
を
調
べ
、
紫
外
線

に
よ
っ
て
水
が
水
素
と
酸

素
に
分
解
さ
れ
て
惑
星
か

ら
失
わ
れ
る
量
を
見
積
も

り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
惑
星
系
の

誕
生
か
ら
80
億
年
間
に
、

内
側
の
惑
星
２
個
は
地
球

の
海
水
の
20
倍
以
上
を
失

っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
判
明
。
一
方
内
側
か
ら

４
個
目
よ
り
外
側
の
惑
星

が
失
っ
た
水
の
量
は
少
な

く
、
と
く
に
４
、５
、６
個

目
の
３
個
の
惑
星
は
、
現

在
も
惑
星
表
面
に
水
が
液

体
で
残
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、
同
チ
ー
ム
は
地

球
外
生
命
探
査
の
候
補
天

体
で
あ
る
と
発
表
し
ま
し

た
。

は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

同
氏
は
ま
た
、
核
保
有

国
が
今
も
核
兵
器
を
振
り

か
ざ
し
、
安
全
保
障
戦
略

に
取
り
込
ん
で
い
る
と
批

判
。「
核
兵
器
禁
止
条
約

に
署
名
し
、
早
急
に
批
准

す
る
よ
う（
各
国
政
府
に
）

促
す
」
こ
と
が
「
現
瞬
間
、

最
も
緊
急
を
要
す
る
任
務

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

国
会
提
出
を
阻
止
す
る
た

た
か
い
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

米
ロ
英
仏
も
加
盟
す
る
欧

州
安
保
協
力
機
構
の
国
会

議
員
の
間
で
、
条
約
を
歓

迎
し
自
国
政
府
に
参
加
を

呼
び
か
け
る
動
き
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　

同
機
構
の
ク
リ
ス
テ
ィ

ー
ネ
・
ム
ッ
ト
ネ
ン
議
長

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
は
８

月
25
日
、「
パ
グ
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
会
議
」
第
62
回
年
次

総
会
で
演
説
し
、「
歴
史

的
条
約
を
重
要
な
一
歩
と

し
て
歓
迎
す
る
」「
わ
れ

わ
れ
は
、
核
兵
器
の
使
用

「
事
前
の
準
備
が
不
十
分

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

オ
ス
プ
レ
イ
が
大
分
空

港
に
緊
急
着
陸
し
白
煙
を

上
げ
た
。「
右
の
エ
ン
ジ

ン
を
取
り
替
え
た
が
、
大


